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１.脳活教室とは
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■2012年時点で約462万人で高齢者の約7人に1人

軽度認知障害（MCI）と推計される約400万人を合わせると

高齢者の約4人に1人が認知症の人または予備軍

■2025年には730万人へ増加し、

65歳以上の5人に1人が認知症を

発症すると推計されている

認知症の人は増え続ける

日本における認知症の高齢者人口の将来推計に関する研究（平成26年度）より4

2024.5月厚生労働省推計
2012年の推計時より、認知症の方の割合は
減少しているが、軽度認知障害の割合が増加。
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この時期に脳活教室に通ってもらい、できる限り
認知症に移行するのを防いだり、遅らせたりしたい
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脳活教室委託までの経緯
【令和２年度～】
物忘れ相談プログラムの導入：介護予防団体や窓口相談での実施
☞MCIや認知症の可能性があると判断された高齢者への支援方法や受け皿が定まっていない…
☞様々な認知症予防のプログラムがあるが、佐世保市として統一したものを作る必要があるのでは
ないか？

【令和３年度】
①総合事業検討会開催：とっとり方式認知症予防プログラムを用いた脳活教室の開催について検討

②長寿社会課主催で脳活教室を開催(2週間に1回、３か月)
☞脳活教室はとっとり方式認知症予防プログラムを用いて実施をすることとなる
【令和４年度】
長寿社会課主催で脳活教室を開催(1週間に1回、３か月)
☞佐世保市全域で展開していくために委託が必要！！
【令和５年度】
事業所3か所にモデル事業として委託し脳活教室を開催 (1週間に1回、６か月)
【令和6年度】
脳活教室を事業所5カ所に委託し、本格実施へ（1週間に1回、５か月）
☞認知症予防に効果のある、軽度認知障害（MCI）の方を対象に変更。
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参考）物忘れ相談プログラム
認知症診断・予防の第一人者である鳥取大学浦上克哉教授が考案したプログラムを
タッチパネルコンピュータに搭載し自動化したもの

【特長】

・アルツハイマー型認知症を見つけるのに重要な質問を行う

・質問項目が少なく(全５問)、タブレットとの対話方式でセルフチェックできる

・テスト時間はプリントアウトを合わせて約５分、すぐに結果を確認できる

・感度９６％、特異度９７％と高い信頼性
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T-DAS検査
物忘れ相談プログラムと同様、
タブレットを使用し、より詳しく
調べる検査。20分程度かかる。
「脳活教室」の評価に使用。
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参考）とっとり方式認知症予防プログラム
出典：鳥取県・日本財団共同プロジェクト

とっとり方式認知症予防プログラムの開発研究

8

脳活教室事業所説明会資料



運動プログラム ※詳細は、添付３）「とっとり方式認知症予防プログラムの開発研究」P８～P１２参照

座学プログラム ※詳細は、資料２「とっとり方式認知症予防プログラムの開発研究」P13～P21参照

①準備運動(深呼吸、肩甲骨運動、体幹回旋、骨盤運動、下肢ストレッチ）

②有酸素運動(片脚立位、足踏み、足踏みしながら認知課題、歩行)

③筋力運動(足踏みしながら認知課題、椅子スクワット、つま先立ち、サイドステップ)

④整理体操(深呼吸、肩甲骨運動、体幹回旋、骨盤運動、下肢ストレッチ)

★佐世保市では、第1層SCとけんこう運動支援隊の皆さんに協力を得て独自のDVDを作成したので、それを使用していきます

座学のテーマ

導入 教室を始めるにあたって

１回目 認知症とは

２回目 認知症～生活習慣病編～

３回目 認知症予防～生活習慣編～

４回目 認知症予防～社会交流編～

５回目 早めの相談・対応～気づいた時の第一歩～

６回目 認知症予防のできる町づくり

運動と座学は所定の
DVDを使用します！

※鳥取県HPから運動、座学プログ
ラムの動画が閲覧できます 9
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知的活動プログラム ※詳細は、資料２「とっとり方式認知症予防プログラムの開発研究」P22～P31参照

・8週を1セットとする

・活動内容は断定しない

・毎回、個人で行う活動と全体で行う活動

の２種類を実施

認知機能を使う
刺激を与える活動

「様々な認知機能をまんべんなく
刺激する内容」

右記の課題にまんべんなく取り組むことが
できるよう、事前に計画書（*）を作成
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佐世保市版脳活教室の内容（R6年度）
・対象：物忘れ相談プログラム（MSP検査）を実施し、 MCI相当の判定が出た方や、

その他物忘れが気になる方。

・内容：とっとり方式認知症予防プログラムをもとに実施

◆初回と終了時にT-DAS検査・体力測定

◆運動（毎回30分）

◆座学（2週に1回20～30分）

◆知的活動（毎回40～60分）

◆支援会議（19回目頃に実施）

・1クール 週1回（全20回）

・評価：体力測定・T-DAS検査

・委託先：５事業所（全３０名参加、うち３名途中中断）

けんこう運動支援隊と第１層SC協力のもと、
佐世保版運動DVDを作成し使用
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２．令和６年度脳活教室実績
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参加者の前後比較※R7.1月末検査実施済の20名分の結果

参加者の状況：27名（中断者除く）

平均年齢79.2歳（最高：84歳、最若：71歳）

①体力測定

開始時の体力測定結果と終了時の結果を比較すると、

20名中15名の方が３種目中１種目以上記録が改善していた。

（途中でけが等のイベントがあると悪化）

②T-DAS検査
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教室開始時 終了前

0～6点（正常域） 7名 12名

7～13点（MCI相当） 11名 8名

14点以上（認知症疑い） 2名 0名

改善率：60%
（12名が改善）
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参加者からの感想

おしゃれをするように
なった。

自信がついて、
趣味活動も再開！

頭がすっきりしたように
感じられる。
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おおらかになって、「いい
か」と思えるようになった

友達にも教室を勧めたい！

表情が明るくなった。
介入や受診のきっかけと

なった。



３．令和7年度脳活教室の委託内容
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事業名 一般介護予防事業

概要
軽度認知障害（ＭＣI）の方等を対象にすでに認知機能の改善や身体機能の
向上に効果が認められている「とっとり方式認知症予防プログラム」を実施す
る教室

目的
高齢者が認知症の予防に努め、認知症になることを遅らせたり、認知症になっ
ても進行を緩やかにする

対象者

①～③の要件を満たす高齢者
①佐世保市民
②自立した生活ができている
③軽度の認知機能低下がみられる(認知機能の目安：ＭＣＩ相当）

実施回数 事前訪問+２０回通所（週1回） ※１回あたり約２時間

令和７年度「脳活教室」①
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令和７年度「脳活教室」②

実施内容

とっとり方式認知症予防プログラム を実施
①有酸素運動、筋力運動などの運動プログラム（ＤＶＤあり）
②認知症や予防について学ぶ座学プログラム（ＤＶＤあり）
③認知機能を刺激する知的活動プログラム

従事者要件

認知症予防に関する一定の知識がある保健・医療・福祉の専門職（保健師、看護師、准看
護師、理学療法士、作業療法士、言語聴覚士、精神保健福祉士、介護福祉士、介護支援専
門員、社会福祉士等）を中心に地域の高齢者の支援を行う業務に１年以上従事している職
員が協働して実施

★委託料
利用者1人1回あたり３，４７０円（送迎なしの場合2,530円）
※委託料は、令和７年３月議会に提案予定の額で確定の額ではありません。
議会の議決後に申込予定の事業所へお知らせします。

利用者
自己負担

200円相当…事業所が利用者から徴収
※事業所申込書に金額を記載

★送迎
原則実施 ※事業所申込書に送迎範囲を記載

※ただし、事業所の送迎範囲外や、利用者の自立支援の促進のため、徒歩・公共交通機関・自家
用車等での来所が可能と事業所が判断した場合は、これを妨げるものではない。
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プログラムの実施【全２０回】
○運動プログラム（毎回）
○座学プログラム（全７回）
○知的活動プログラム（毎回）
体力測定【1回目/17回目頃】

「脳活教室」一連の流れ

対象者選定

申込書作成

事前訪問(日程調整)

★評価・フィードバック

終了後のつなぎ先決定

支援者や地域の通いの場など
へのつなぎ支援

実施計画書の作成

・・・長寿社会課、地域包括支援センターが実施

・・・事業所が実施

・・・認知症地域支援推進員が実施

事業所は参加
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T-DAS検査
・1・２回目頃
・１６・１７回目頃

１９回目頃・・・
教室終了後へ
向けた支援会議

卒業後の方針が決まらない人や認知症の状態等心配な人
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事前訪問 長寿社会課から申込書の提出があったら、利用開始日や送迎の打ち合わせを目的とした事前訪問をお願いします。

申込書 しおり
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*計画書（例）

※赤字は事業所で記載するところ

○実施するメニューは資料２「とっとり方式認知症予防プログラムの開発研究」P22～P31を参考に選定
〇長寿社会課で実施した知的プログラムは冊子にまとめていますので、新規事業所に配布します

20

実施するメニュー

個人 近時記憶課題 記憶力ゲーム

全体 遂行力課題 手指を使うゲーム

個人 視空間認知課題 貼り絵、塗り絵

全体 計算力課題 数字を使うゲーム

個人 作業記憶課題 クロスワード

全体 判断力課題 お手玉遊び

個人 注意課題 文字探しゲーム

全体 思考力課題 歌詞合わせゲーム

個人 遂行力課題 カレンダーづくり

全体 近時記憶課題 カード合わせ

個人 計算力課題 計算問題

全体 視空間認知課題 文字あてゲーム

個人 判断力課題 パズル

全体 作業記憶課題 塩・ゴマせんべい

個人 思考力課題 50音作文

全体 注意課題 音あてゲーム

個人 近時記憶課題 記憶力ゲーム

全体 遂行力課題 じゃんけんゲーム

知的活動

種類

第8回 8月30日 ー

第9回 9月6日
4回目「認知症予防～社会交流

編～」18分

第6回 8月16日 ー

第7回 8月23日
3回目「認知症予防～生活習慣

編～」14分

第4回 8月2日 ー

第5回 8月9日
2回目「認知症～生活習慣病編

～」14分

第2回 7月19日 ー

第3回 7月26日 1回目「認知症とは」28分

日にち 座学

第1回 7月12日
導入「教室を始めるにあたって」

10分

1回目・17回目頃：体力測定・
T-DAS検査

12回目頃：認知症地域支援推進員
訪問面談

19回目頃：支援会議
を予定しています。

DVD上映のタイミングも含めて、
知的活動の内容はご検討ください。
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教室のタイムスケジュール(例)

10：00～ 10：10～ 10：40～ 10：50～ 11：10～ 11：15～ 11：55～

あいさつ
内容説明
バイタル測定

運動プログラム 休憩

座学プログラム
※全７回のため、
実施しない日もあ

ります

休憩
知的プログラム
①個別
②集団

閉会
次回の確認

スタッフ配置の目安

利用者５名に対し、職員２名を想定
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４．委託契約について
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R７年度の事業開始までの流れ（目安）
2月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

事業所D

事業所E

事業所F

事業所G

3月 4月

事業所A

事業所B

事業所C

脳活教室訪問

脳活教室訪問

脳活教室訪問

脳活教室訪問

脳活教室訪問

脳活教室訪問

対象者拾い上げ

脳活教室訪問対象者拾い上げ
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受託希望にあたり提出する書類

①脳活教室意向確認書を
令和7年3月7日（金）12時までに
長寿社会課にメールもしくはURL・二次元コードから提出をお願いします。
【メール】chojyu@city.sasebo.lg.jp 【URL】 https://x.gd/IGuFT

【二次元コード】
②脳活教室参加申込書
③脳活教室委託見積書
④その他契約に際し必要な書類（事業所ごと個別に連絡します）

②～④は、令和7年３月下旬に提出して頂く予定としています。

長寿社会課に窓口持参もしくは郵送
【郵送先】
〒857-0042 佐世保市高砂町５－１ すこやかプラザ３階
長寿社会課 脳活教室担当者（吉野） 行
【連絡先】
0956－24－1111（内線532６）
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担当者向け説明会の開催について

受託後、担当者向けに脳活教室の詳細な内容、

書類の記載方法等について説明する機会を事業所ごとに

設ける予定です。

日程等につきましては、後日ご連絡いたします。
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